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内容

１ スマート水産業～試験研究機関の役目～

２ 資源評価とは？

３ 漁獲情報と生物情報を収集する

４ 困難な挑戦

５ 将来は？



スマート水産業のイメージ

平成30年度水産白書 (2019)



資源評価とは

・水産資源の健康診断

・資源をずっと利用できる
ようにするために、国や
県がやらなければいけな
い大事な仕事

・必要な情報は？
漁獲の情報
魚の生物情報

FRA NEWS Vol.56 (2018)



達成目標

未来投資会議構造改革徹底推進会合 水産庁資料 (2020)



漁獲・生物情報収集

◎産地市場・漁協から水揚げ情報を収集する

➢ 産地市場情報の利用等により、漁業者の負担を最小限にして実施す

ることを目標。

➢ ネットワークによる自動処理で、集計業務を迅速化。

資源評価の
精度向上と
スピード
アップ

データベース

◎画像解析技術を活用したデータ収集

➢ 漁獲物の映像を自動解析し、魚種・サイズなどのデータを自動

収集する。



生物情報：体長組成

令和 2年度サワラ東シナ海系群の資源評価(2020)
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◎体長組成データの継続的な収集

➢ 対象種の成長や齢構成の推移、生まれ群の大きさを等を推測できる



画像解析技術の活用の流れ



困難な挑戦 ～様々な現場～



プロジェクトが始まった

小田原市漁協 魚市場



小田原市場 選別機



課題
１．撮影
・カメラの設置場所
・電源の確保
・光条件

２．画像解析
・人工知能（AI)解析の知識
・教師データの作成
・200種もの魚種判別
・曲がったり、重なったりしている魚の体長

３．全国展開
・安価、簡単、信頼性の高いシステム

などなど・・・



2027年に目指す世界

令和元年度水産白書 (2020)


